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月
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日
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木
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晴
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集 
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Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北

市
営
バ
ス
乗
り
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⑤
（
関
西
大
学
行
き
乗
車
） 

Ｊ
Ｒ
富
田
駅
市
営
バ
ス
乗
り
場

①
（
第
四
中
学
前
） 
（
萩
谷

行
き
乗
車
） 

関
西
大
学 

バ
ス
停 

下
車 

訪
問
先 

関
西
大
学
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス 

A
棟
管
理･

研
究
棟 

 

１
階 

ロ
ビ
ー
で
参
加
出
席
者

確
認
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
訪
問

を
し
ま
し
た
。 

① 

見
学
者
名
簿
を
事
前
に
提

出
し
ま
し
た
。 

② 

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
説
明
は
、

事
務
担
当
者
の
緒
方
さ
ん
に
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
鈴

木
さ
ん
（
関
西
大
学
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
部
コ
ー
チ
）
に
説
明
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
本
当
に

有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

  

霊
仙
寺
町
は
、
奈
佐
原
の
北

側
に
広
が
る
丘
陵
地
帯
で
す
。 

霊
山
寺
は
霊
仙
寺
町
に
あ
り
、

七
七
八
年
（
宝
亀
9
年
）
光
仁

天
皇
の
皇
子
、
開
成
（
か
い
じ

ょ
う
）
に
よ
り
開
か
れ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
開
成
皇
子
は
桓

武
天
皇
の
兄
に
あ
た
る
人
で
、

同
じ
高
槻
に
あ
る
神
峯
山
寺
、

本
山
寺
、
安
岡
寺
の
ほ
か
、
茨

木
の
大
門
寺
や
箕
面
の
勝
尾
寺

の
創
建
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。 

 

関
西
大
学
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
そ
の
霊
仙
寺
町
丘
陵
地
に

あ
り
、
広
さ
は
約
45
万
平
方
メ

ー
ト
ル
（
甲
子
園
球
場
の
約
11

倍
）
あ
り
ま
す
。 

そ
の
広
々
と
し
た
敷
地
に
、
一

九
九
四
年
、
総
合
情
報
学
部
が

開
校
し
ま
し
た
。 

吹
田
市
内
に
あ
る
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
（
約
35
万
平
方
メ
ー
ト

ル
）
と
比
べ
る
と
、
緑
地
が
多

く
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に

あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

教
育
・
研
究
の
た
め
の
最
新
設

備
を
整
え
た
学
舎
棟
を
は
じ

め
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
や
運
動

施
設
な
ど
が
完
備
さ
れ
て
い

ま
す
。 

一
九
九
八
年
に
は
、
高
度
な
専

門
知
識
を
有
す
る
職
業
人
（
情

報
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
の
養
成

を
目
的
に
、
関
西
大
学
大
学
院

総
合
情
報
学
研
究
科
が
高
槻

キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。 

二
〇
〇
六
年
に
は
、
日
本
の
大

学
で
初
め
て
建
設
さ
れ
た
通

年
型
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
が
、
大

学
行
事
、
正
課
体
育
、
課
外
活

動
お
よ
び
地
域
連
携
の
拠
点

の
一
つ
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス

に
加
わ
り
ま
し
た
。 

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、

二
〇
一
〇
年
4
月
開
催
の「
関

西
大
学
カ
イ
ザ
ー
ス 

バ
ン

ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応

援
感
謝
デ
イ
」
に
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
髙
橋

大
輔
選
手
と
、
7
位
入
賞
を
果

た
し
た
織
田
信
成
選
手
に
よ

る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
高
槻
市
民
も
観
覧
に
招
待

さ
れ
ま
し
た
。 

 

地
域
と
の
連
携
の
取
り
組

み
で
、
関
西
大
学
は
高
槻
市
立

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
共

催
で
、
前
・
後
期
の
2
回
に
分

け
て
公
開
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

後
期
（
10
～
11
月
）
の
講
座

は
、
例
年
、
総
合
情
報
学
部
の

教
員
が
中
心
と
な
っ
て
講
師

を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

本
年
は
、
総
合
情
報
学
部
教
員

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
に
よ
り
、

JR
高
槻
駅
前
に
開
校
し
た
ミ

ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
社
会

安
全
学
部
教
員
を
講
師
に
迎

え
た
講
座
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

も
っ
と
詳
し
く
紹
介
し
て
い

ま
す
） 

 

 

第
6

回
た
か
つ
き 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
働
フ
ェ
ス
タ 

 

Ｖ
Ｇ
槻
輪
が
「が
ん
ば
れ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
！
支
援
投
票
」 

１
位
と
な
る
！  

 

第
６
回
た
か
つ
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ

協
働
フ
ェ
ス
タ
に
於
い
て
、
見

本
市
エ
リ
ア
で
Ｖ
Ｇ
槻
輪
は

展
示
を
致
し
ま
し
た
。 

一
般
参
加
閲
覧
者
等
か
ら
「
が

ん
ば
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
！
支
援
投
票
」

を
百
円
／
１
枚
で
購
入
し
て

い
た
だ
き
、
活
動
内
容
・
展
示

等
総
合
的
に
判
断
し
て
、
良
い

展
示
ブ
ー
ス
に
投
票
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｖ

Ｇ
槻
輪
が
１
位
と
な
り
投
票
数

の
お
金
を
賞
金
と
し
て
頂
き

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感

謝
し
ま
す
。 

会
員
は
、
見
学
者
に
会
の
活

動
内
容
の
説
明
等
を
し
、
会
報

や
折
り
紙
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
な
ど
緻
密
な
活
動
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

見
学
者
か
ら
高
い
評
価
を
し

て
頂
き
、
Ｖ
Ｇ
槻
輪
が
１
位
と

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本

当
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。 

 

２
０
１
１
年
度
は
、
１０
月

１５
日
（
土
）
開
催
予
定
で
す
。 

 

（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
同
時

開
催
予
定
） 

 
 

Ｓ
・
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１１月度行事予定 

“北摂山岳信仰発祥の地：神峰山寺・本山時 

月 日：平成２２年１１月１８日(木) 

集合場所：ＪＲ高槻駅北市営バス乗り場  10:00集合 

順 路：Ｒ高槻駅南バス停→神峰山寺→本山寺→神峰山寺→ 

      バスで高槻駅へ 

バスで高槻駅へ   詳細は次回連絡書等でお知らせします。 

 

１０月度行事予定 

" 古代から水運で栄えたまち：柱本・三島江 " 

月 日： 平成２２年１０月２１日（木）  

集合場所：ＪＲ高槻駅南高槻市営バス②乗り場  13:00集合 

13:04 柱本団地行きに乗車 :柱本・下車 

順 路：ＪＲ高槻駅南バス停→柱本バス停→興楽寺→法光寺→ 

くらわんか船発祥地之碑→三島鴨神社→三個牧公民館  

そ の 他：法光寺住職にお話をお願いしています。 

わ
が
ま
ち
紹
介 

"

静
か
な
緑
に
包
ま
れ
た
総
合
情
報
学
部
の
ま
ち 

高
槻
市
霊
仙
寺
町" 

 


